
 

平成２９年１０月３１日 

九 州 地 方 整 備 局 

                                         

本日公表された２万５千分１活断層図「阿蘇」を踏まえた 

立野ダム建設に係る技術的な確認・評価について 
 
 

○ 本日、国土地理院より２万５千分１活断層図「阿蘇」が公表されました。 

〇 このことから、立野ダムを建設する上で特に考慮する必要がある第四紀断層 

について、改めて「立野ダム建設に係る技術委員会」において技術的な確認・ 

評価をおこないました。 

〇 その結果、２万５千分１活断層図「阿蘇」を踏まえたとしても、「委員会」の 

第四紀断層に係る技術的な確認・評価※に変更がないことを確認しました。 
 
  ※「委員会」による確認・評価については、別紙１参照 
 

 
 
 

○国土交通省九州地方整備局では、平成28年熊本地震後にダムサイト予定地の基礎岩盤の状況等 

の調査・検討を行い、平成28年7月に「立野ダム建設に係る技術委員会」（以下、「委員会」とい 

う）を設置し、立野ダム建設に係る技術的な確認・評価を行っています。 

【委員会の結論】 

「熊本地震後も立野ダムの建設に支障となる技術的な課題はなく、立野ダムの建設は技術的に 

十分可能であると考えられる」 
 

○本日、国土地理院より２万５千分１活断層図「阿蘇」が公表されたことを踏まえ、立野ダム 

建設予定地周辺における活断層図の内容について国土地理院に確認※するとともに、改めて 

「委員会」において、第四紀断層に係る技術的な確認・評価の変更の必要性について確認を 

おこないました。 
 

○その結果、「委員会」の第四紀断層に係る技術的な確認・評価に変更がないことを確認しま 

した。 
 

※国土地理院への確認内容については、別紙２参照 
 
 

 

 

【問い合わせ先】 

 

  国土交通省 九州地方整備局 TEL：092-471-6331（代表） 

河川部 河川調査官  永松
ながまつ

 義
よし

敬
たか

（内線3513） 
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「立野ダム建設に係る技術委員会」委員名簿 
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 元地盤工学会会長 

ダム・地盤 

岡田 篤正 
京都大学 名誉教授 

 元日本活断層学会会長 
活断層 

佐々木 隆 
国土技術政策総合研究所 

 河川研究部 河川構造物管理研究官 
ダム構造 

佐々木 靖人 土木研究所 地質研究監 地質・地すべり 

角  哲也 京都大学 防災研究所 教授 
河川・ダム 

総合土砂管理 
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京都大学 防災研究所 教授 

 元日本応用地質学会会長 
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山口 嘉一 土木研究所 理事 ダム・地質・地盤 

※敬称略 五十音順 

                        ※役職は平成 29 年 10 月 31 日時点 



 

 

本日公表された２万５千分１活断層図「阿蘇」を踏まえた 
第四紀断層に係る技術的な確認・評価について 

 

・本日、国土地理院から２万５千分１活断層図「阿蘇」が公表されました。 

 

・「立野ダム建設に係る技術委員会」（以下「委員会」という）では、ダム

敷及びその近傍にダムを建設する上で特に考慮する必要がある第四紀

断層について、技術的な確認・評価をおこないましたが、本日の文献公

表を踏まえて、改めて評価の確認をおこないました。 

 

・その結果、以下のことから２万５千分１活断層図「阿蘇」を踏まえたと

しても、「委員会」の第四紀断層に係る技術的な確認・評価※に変更が

ないことを確認しました。 

 
※「熊本地震後もダム敷及びその近傍にダムを建設する上で特に考慮する必要がある第四紀断層は

存在しない。したがって、断層変位によってダム敷にズレが生じることはないと考えられる。」 
 

① ２万５千分１活断層図「阿蘇」には、ダム敷及びその近傍に活断層

及び推定活断層は記載されていないことを確認しました。なお、国

土地理院に確認した見解でも「２万５千分１活断層図「阿蘇」の調

査結果では、立野ダムのダム敷及びその近傍（ダム敷から半径約

500m 以内）に「活断層」を示唆する証拠となる変位地形は確認され

ませんでした。」とされています。 

別紙１ 



 

 

② ２万５千分１活断層図「阿蘇」の立野ダム周辺には、「委員会」で地

震後の現地踏査により確認・整理した亀裂（クラック）以外の新た

な亀裂が記載されていないことを確認しました。なお、国土地理院

に確認した見解では２万５千分１活断層図「阿蘇」に表示されてい

る立野台地上の地震断層（黒点線）については、「地形が比較的新し

いことや、変位基準となる谷等が存在しないために地形的情報から

は繰り返し動いた跡を認めることはできません。」とされており，本

亀裂が繰り返し動いたかどうか不明ですが、当該活断層図における

分布位置、ならびに地震後の現地調査により確認・整理した亀裂や

岩盤露頭の状況等から、この亀裂の分布は局所的でありダム敷及び

その近傍に延びていないことを確認しました。 

 
 

平成 29 年 10 月 31 日       

「立野ダム建設に係る技術委員会」委員長 足立紀尚 



平成２９年１０月３１日 

国土交通省九州地方整備局 

 河川部長様 

 

国土地理院 応用地理部長 

 

 

２万５千分１活断層図「阿蘇」について（回答） 

 

平成２９年１０月３１日付けの貴信にてご質問のありました標記の件につき

ましては、下記のとおりご回答申し上げます。 

記 

 
質問１ 

今回の活断層図「阿蘇」において、立野ダムのダム敷及びその近傍に活断層

は確認されているか。 

 
今回公表した２万５千分１活断層図「阿蘇」の調査結果では、立野ダムのダム 

敷及びその近傍（ダム敷から半径約 500m 以内）に「活断層」を示唆する証拠と

なる変位地形は確認されませんでした。 

ただし、国土地理院の活断層図は、空中写真判読の結果に基づいて、地形的証 

拠から活断層の存在およびその可能性を示したものであり、一般に地形的証拠

は活断層が有ることを示唆しますが、地形の状況のみからないことを証明する

わけではありません。 

 
 

質問２ 

白川右岸の立野台地上に表示されている黒点線（別図１の枠で囲った箇所）

は、繰り返し動いてきた跡が認められないものと理解してよいか。 

 

当該箇所の黒点線については、今回の熊本地震の際に地表に現れた横ずれの

地震断層です。該当箇所は、地形が比較的新しいことや、変位基準となる谷等

が存在しないために地形的情報からは繰り返し動いた跡を認めることはできま

せん。 

別紙２ 



 

参 考 

 

 

国土地理院応用地理部 

 

 

２万５千分１活断層図における凡例「活断層」と「地震断層」の定義 

 

 

活断層 

 「最近数十万年間に、概ね千年から数万年の間隔で繰り返し動いてきた跡が

地形に現れ、今後も活動を繰り返すと考えられる断層。明瞭な地形的証拠から

位置が特定できるもの」 
 
 

地震断層 

 「地震の際に地表に現れたことが確認された断層。（地すべり・地盤沈下・

液状化等に伴う変状であることが明らかなものは除く）」 



参考資料１

※国土地理院からの提供資料に九州地方整備局にて赤枠を加筆

参考資料２



当該箇所

※国土地理院公表資料に九州地方整備局にて赤枠を加筆

参考資料２
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